
実施日：6月 24日(金)14時 30分～15時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所沢市立所沢図書館新所沢分館 図書館だより 

読むトコ 

第 5 巻 第４号 (201７.２) 
  第 11 巻 第 2 号 (2022.8) 

 
2022 年 6 月に実施しました「大人向け朗読会」と 8 月に実施予定の「大人向け工作会」について 

ご紹介いたします。 

～８月 イベント開催のお知らせ ～ 

1．『考えるマナー』 
(914.68/ｶ) 

赤瀬川原平[ほか]/著 

中央公論新社 2017 年  

・ブックカバーのマナー 楊逸／著 
・ピンマイクのマナー 劇団ひとり／著 

2．『お弁当。』 
(914.68/ｵ) 

阿川佐和子[ほか]/著 

パルコエンタテインメント事業部 2013 年  

・かっこいいおにぎり 穂村弘／著 

3．『おばちゃんたちのいるところ』 
(913.6/ﾏ) 中央公論新社  2016 年 

・楽しそう 松田青子／著 

「大人向け朗読会」 
2022 年度 第 1 回目 

日程：2022 年 8 月 26 日(金) 14 時～15 時 場所：新所沢まちづくりセンター 2 階 絵画工芸室 

今回の朗読会はコロナ禍の影響もあり、久しぶりの開催となりました。 
そういった事もあり、読み手である私たち職員もいつにも増して、緊張していました。 
今回、読んだ作品は上記の短編小説とエッセイの 3冊です。 
朗読の最中に、施設の時間を知らせる鐘が鳴るなど、ちょっとしたハプニング⁉もありましたが、何と

か無事読み終えることができました。 
ご参加頂いた皆様からは「よかった・楽しかった」など、うれしい感想も頂けました。朗読会というイベ

ントを初めて知ったというお声もあり、朗読会というイベントをより認知して頂けるよう定期的な開催が
できればと考えるきっかけになりました。 
今回、参加できなかった方もこれをきっかけに興味を持って頂けましたら次回の朗読会にてお待ちし

ております。 
最後にまだ予定ではありますが、次回の開催は 11月頃を予定しております。日程の方が近づきました

ら、また告知等をさせて頂こうと思いますので、楽しみにお待ちください。 

定員：6 名(事前予約制) 対象：中学生以上 
所沢図書館 新所沢分館カウンター又は電話(裏面記載)にて 8 月 12 日(金)9：30 より受付開始 

大人向け工作会 

「手ごね石鹸を作ろう」 

1 2 3 

アロマやスパイスなどを一緒に混ぜて、こねるだけ。 

香り付けや着色して、小さな石鹸を作ります。 
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○○の日 おすすめ本紹介 
 

8月 

9月 

10月 

9 日は野球の日 

９（く）月２（じ）日の語呂合わせから生まれた。、せっかく当選しても引き換え

ない時効扱いとなる宝くじが多いことから制定された。 

 

2 日は宝くじの日 

10 月 1 日がコーヒー年度のスタートにあたり、これからの季節温かい

コーヒーがよく飲まれるようになるため。 

1 日はコーヒーの日 

『コーヒーのある暮らし』（596.7/コ） 鈴木樹/監修 池田書店 

8 と 9 の語呂合わせと、全国高校野球選手権大会の期間中であることにちなんで。 

 カフェなどでおいしいコーヒーを飲むのもいいですが、自分の家で自分好みのコーヒ

ーを淹れられたら、より味わいを楽しめると思います。コーヒーの表現や知識を深めて、

おいしいコーヒーを淹れてみませんか。コーヒーの種類ごとにおすすめの食べ物も紹介

されています。至福の時間をぜひ。 

『億男』（913.6/カ） 川村元気/著 文藝春秋 

宝くじが当たり、思いがけず三億円を手にした図書館司書の一男。そのお

金を持って失踪した親友を追いかけながら、お金とどう関わっていくのかを

学んでいきます。お金とは、幸せとは何か考えさせられる一冊。 

宝くじ当たってほしいなぁと思いながらも、いざ当たったら確かにどうし

ていいかわからない怖さってありますよね。 

『甲子園の詩』（783.7/ア） 阿久悠/著 幻戯書房 

 この本の指す「甲子園」とは全国高校野球選手権大会のことで、今年で 104 回目を迎

えます。著者である阿久悠さんは 1979 年から 2006 年にかけて、甲子園の試合を詩にし

てスポーツ紙に載せていました。この本はその詩集です。 

 ひとつひとつの詩には試合内容や戦評もついており、読んでいく中で日本の夏の風物

詩を感じることができるかもしれません。 


